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若者たちによる dating violence 調査支援はまだはじまったばかりであり、海外の調査支



















関東 3 県の 4 大学に通う大学生、恋愛経験のある学生 276 名（男 130 名、女 146 名）、
年齢は 18 歳～29 歳。恋愛経験のない学生 107 名(男 36 名、女 71 名)、年齢 18～23 歳。
有効回答率は 90.97%であった。 
①三種類の暴力項目中ひとつでも「ときどき」「いつも」と回答した学生(性的暴力一度
でもを含む)は、男子 30 名(23.08%)、女子 60 名(41.10%)、言語的・身体的・性的暴力す
べての被害を受けていたのは女子 17 名(11.64%)。身体的・性的暴力における dating 
violence 被害は、男子より女子の方が統計的に有意に被害に遭っており、特に 20 歳以下
よりも 21 歳以上の女子学生の方が有意に被害を経験していた。誰にも相談しなかった理
由として、「いやがらせをされていた」「話し出しにくい」などの理由もあり、学生の 67.00％
が、dating violence への支援やアドバイスを必要としていた。 
②男子は女子よりも、暴力を暴力として認知しておらず、暴力への不快感も持っていな
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かった。また、恋愛経験のある学生は恋愛経験のない学生よりも暴力を暴力として認知せ













深刻な被害を受けている女子学生 11.64%は、重篤な暴力被害は 1 割程度であるとする








作成した支配的恋愛関係チェックリスト「緊張関係」「被束縛感」の 2 因子構造(12 項目、
6 件法)は簡便で、教育現場では扱いやすいものになったと考える。また、若者たちに当事
者意識のない(Stein, A.L., et al., 2009)ことは、支援体制を整えても支援の手が届かない可
能性も高い。本チェックリストが恋人との関係性に焦点をおいたことから、恋愛に興味の
ある者であれば誰でも興味が持て、自分たちの問題として考えさせる機会となり、被害者
加害者にもストレスなく答えやすいと考える。 
 
結論 
dating violence 被害は大学生の間で男女関係なく発生しており、複合的で厳しい暴力被
害を受けているのは女子であった。また恋愛経験のある学生の 7 割が支援を求めていたこ
とから、教育に関わる者たちは、dating violence に関する正しい知識を持ち、小学校、中
学校といった早期の段階での予防と介入に力を注ぐ必要がある。 
 
